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概要

Microsoft® Transaction Serverバージョン 2.0(MTS)は、Microsoft Component Object Model(COM)テク
ノロジーを使って構築されたサーバー中心型のアプリケーションの開発と導入を単純化す

る、Microsoft Windows NT® オペレーティング システムの重要な新機能です。MTSは、Webベー
スのインターフェイスを使用し、Microsoft Visual Basic® プログラミング システムなどの強力な開
発ツールによるスケーラブルな 3階層開発を行ったり、分散オブジェクト テクノロジーによって
プロダクション クオリティのアプリケーションを構築して、基幹業務 アプリケーションと電子商
取引 アプリケーションを開発するのに理想的です。

MTS 1.0は、インフラストラクチャ コードの作成を不要にする、コンポーネント指向のランタイ
ム環境を提供することで、サーバー中心型のアプリケーションの開発方法に革命をもたらしまし

た。MTS 2.0は、Microsoft Internet Information Server 4.0(IIS)との強力な統合性、Oracleデータベー
スへのトランザクショナル接続、Microsoft Message Queue Server 1.0(MSMQ)との統合、Microsoft 
SNA Server 4.0経由でのメインフレーム分散トランザクション接続、および改善されたパフォー
マンスと管理可能性をし、機能を拡張しました。

Microsoft Transaction Serverの最新情報については、http://www.microsoft.com/  com   または 
http://microsoft.com/japan/products/ntserver を参照してください。

®

http://microsoft.com/japan/products/ntserver
http://www.microsoft.com/com


© 1997 Microsoft Corporation. All rights reserved.
このドキュメントに含まれている情報は、ドキュメントの発行日におけるMicrosoft 
Corporationの見解を表しています。Microsoftは変化を続けるマーケット状況に対応
するために、本書をMicrosoftのコミットメントとして見なしてはおらず、発行日以
降における情報の正確さを保証するものではありません。

本書は情報提供のみを目的としています。Microsoftは明示または黙示を問わず、本
書においていかなる保証も行いません。

Microsoft、BackOffice、BackOfficeロゴ、Visual Basic、Visual C++、Visual J+
+、Win32、Windows、およびWindows NTは、米国および(または)他の国におい
て、Microsoft Corporationの登録商標または商標です。
その他の製品名と社名は、それぞれの企業の登録商標あるいは商標です。

Microsoft Corporation • One Microsoft Way • Redmond, WA 98052-6399 • USA
1297



Microsoft Transaction Serverリリース 2.0...............................................1
トレンドとニーズ 1
問題点 1
ソリューションの要件 2
ソリューション: Microsoft Transaction Server 2

MTS 2.0の新機能.....................................................................................4

MTSの機能一覧.......................................................................................6

MTSの競合製品の要約............................................................................9

入手方法とライセンシング....................................................................10
入手方法 10
ライセンシング 10

3階層コンピューティングについて.......................................................11
2階層アーキテクチャとその利点 11
2階層アーキテクチャの制限 11
2.5階層アーキテクチャとその利点 12
2.5階層アーキテクチャの制限 12
3階層アーキテクチャ 13
3階層アーキテクチャの利点 13

MTSの概要............................................................................................15

MTSを使用すべき状況..........................................................................17
Webベースのアプリケーション 17
一般的なツールによる 3階層アプリケーションの構築 19
業務要件に適合する分散オブジェクト アプリケーション 19

フォーカス: 使いやすさ..........................................................................21
単純化された 3階層アプリケーション開発 21
COMコンポーネント サポート 21
シンプルなアプリケーション プログラミング インターフェイス 21
コンポーネント パッケージのサポート 22
MTS エクスプローラ 22
Microsoft Management Consoleサポート 22
自動的なクライアント インストレーション ユーティリティ 22

フォーカス: 包括的な機能......................................................................24
自動的なトランザクション管理 24
データベース接続のプーリング 24
OracleデータベースのためのトランザクショナルODBC ドライバ 24
複数のデータベースとリソース マネージャのサポート 24

目次



クライアント フットプリントが不要 25
 Windows NT WorkstationとWindows 95のサポート 25
プロセスの分離 25
自動的なスレッド プーリング 25
自動的なオブジェクト インスタンス管理 26
共有プロパティ マネージャ 26

フォーカス: プラットフォームの統合....................................................27
Microsoft SQL Server 6.5との統合 27
IISとの統合 27
MSMQとの統合 27
SNA Server 4.0との統合 27
Windows NTクラスタリング サービスのサポート 28
Windows NTセキュリティとの統合 28

コンポーネントにおける MTSトランザクションの役割.......................29
トランザクションと分散コンポーネント 29
単純な例 29
MTSにおけるトランザクション 29

競合製品との差別化...............................................................................30
CORBA準拠のオブジェクト リクエスト ブローカ 30
Enterprise Java Beans? 30

要約........................................................................................................32
関連情報 32



トレンドとニーズ

3階層システムの利点はきわめて単純です。つまり、アプリケーションをプレゼン
テーション、アプリケーション ロジック、およびデータのセクションに明確に分
割することで、スケーラビリティ、再利用可能性、セキュリティ、および管理が改

善されるということです。また、3階層アプローチは、さまざまな重要なアプリ
ケーション開発の問題に、うまく対応することができます。インターネットおよび

イントラネット アプリケーションの開発者は、ブラウザを基幹業務 アプリケー
ションと電子商取引 アプリケーションへのプレゼンテーション インターフェイス
として簡単に使える手段を必要としています。

Visual BasicやMicrosoft Visual J++™ Web開発システムなどの強力なプログラミン
グ ツールを使って、2階層構造のシステムを構築してきた開発者は、コードの作成
方法を根本から変えることなく、よりスケーラブルで柔軟性の高いアプリケーショ

ンを構築したいと考えるようになりつつあります。分散コンポーネントをベースに

したアプリケーションの開発者は、セキュリティ、スケーラビリティ、または管理

可能性を犠牲にすることなく、デスクトップ マシンからサーバーまで、ネット
ワーク上のあらゆる場所にオブジェクトを配置し、再利用できるような手段を必要

としています。しかし、ほとんどあらゆる人がそう望んでいるにもかかわらず、大

部分の企業は、3階層構造のサーバー中心アーキテクチャのパワーをうまく使いこ
なせていません。

問題点

3階層アーキテクチャは、2階層アプリケーションとは異なり、アプリケーション 
ロジックをクライアントではなくサーバー上で実行できることから、サーバー中心

型のアーキテクチャと呼ばれることがあります。実際、最大限の恩恵を受けるため

には、3階層システムはデスクトップ クライアントまたはブラウザ上でプレゼン
テーション ロジックを実行し、中間層のサーバー上でアプリケーション ロジック
を実行し、専用のデータベース サーバー上にデータを置かなくてはなりません。
これにはいくつかの問題点があります。

 ポピュラーな開発ツールは、プレゼンテーション ロジックとアプリケーショ
ン ロジックがクライアントの中で緊密に結び付けられ、ネットワークで接続
されたデータベース サーバーに直接にアクセスすることで動作する 2階層アプ
リケーションを生成します。Web環境に 2階層アプリケーションを導入すると
いうことは、プレゼンテーションとアプリケーションのロジックをブラウザ内

に置き、インターネット経由で企業データにアクセスするということを意味し

ています。このため、結果としてアプリケーション ロジックとデータは企業
のファイヤウォールの外側に置かれることになります。

 分散 TPモニタなど、スケーラブルな 3階層インフラストラクチャを提供する
従来のプロダクトは、きわめて複雑であり、サーバー ベースのアプリケー
ション ロジックの作成にVisual Basicなどのツールを使うという点でも厳しい
制約がありました。

 ポピュラーな CORBA準拠のオブジェクト リクエスト ブローカは、真のコン
ポーネント アーキテクチャのサポートについては基本的な部分しか持っておら
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ず、プロダクション クオリティのランタイム インフラストラクチャに欠け、既
存のアプリケーションとデータへのアクセスにも制限があります。オブジェクト

を中間層のサーバーに配置すると、再利用可能性、セキュリティ、スケーラビリ

ティ、および接続性に問題が生じます。

さらに事態を複雑にするのが、これらの問題に対処するために、サード パーティ 
ベンダーから高価で複雑なアドイン ソフトウェアを購入しなければならないこと
が多いという事実です。これによりサード パーティへの依存性が生じ、開発者は
複数のベンダーのプロダクトを統合しなければならなくなります。このため、分散

アプリケーションの開発と保守のコストが増大します。こうした問題はすべてのソ

フトウェア 開発者に影響を与えますが、アドインのコストと依存性は、外部コス
トを最小限に抑え、プロダクトの品質を管理しなければならない独立系ソフトウェ

ア ベンダー(ISV)に特に重大な影響を及ぼします。

ソリューションの要件

これらの問題に対処しようとするソリューションは、3つの技術的な要件を満たさ
なくてはなりません。

 ブラウザ上にプレゼンテーション コンポーネントを導入し、アプリケーショ
ン コンポーネントと企業データをファイヤウォールの背後に安全に配置する
ということが簡単に行えなくてはなりません。

 Visual BasicやVisual J++などの強力なツールを使って、3階層アプリケーションの
プレゼンテーションおよびアプリケーション ロジック コンポーネントを簡単に構
築できなくてはなりません。

 セキュリティ サポート、データベース接続プーリング、アプリケーション管
理ファシリティなどのプロダクション クオリティのランタイム サービスが、
サーバー ベースのインフラストラクチャの一部として組み込まれている必要
があります。また、コンポーネントは完全なトランザクション保護のもとで、

既存のアプリケーションとデータにアクセスできなくてはなりません。

テクノロジーの要件に加えて、ソリューションはコスト効果が高く、ベンダーに対

する依存性を減らし、システム統合の必要性を最小限に抑えなくてはなりません。

ソリューション: Microsoft Transaction Server
Microsoft Transaction Server(MTS)リリース 2.0は、Microsoftの Component Object 
Model(COM)テクノロジーを使って構築されたサーバー中心型アプリケーションの
開発と導入を単純化する、Windows NTの重要な機能です。MTSは、Webベースの
インターフェイスを使用し、Microsoft Visual Basicなどの強力な開発ツールによる
スケーラブルな 3階層開発を行ったり、分散オブジェクト テクノロジーによって
プロダクション クオリティのアプリケーションを構築して、基幹業務 アプリケー
ションと電子商取引 アプリケーションを開発するのに理想的です。MTS 2.0は、以
下の理由から、Windows NT上でサーバー中心型のアプリケーションを構築するの
に最適なテクノロジーであると言えます。

 MTS 2.0は、Windows NT上で COMベースのアプリケーションを構築し、導入
するための最も簡単な手段です。開発者はVisual Basicなどのポピュラーな開
発ツールを使うことができます。MTSのコンポーネント ベースのアーキテク
チャにより、オブジェクトの利用と再利用が単純化され、管理者はグラフィカ
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ルなドラッグ アンド ドロップ形式のユーザー インターフェイスを通して管理
タスクを実行することができます。

 MTS 2.0は、自動的なトランザクション サポート、単純かつ強力なロールベー
スのセキュリティ、ポピュラーなデータベース、メッセージ キューイング 製
品、およびメインフレーム ベースのアプリケーションへのアクセス、および
データベース接続プーリングといったパフォーマンス改善機能など、包括的な

コンポーネント機能を提供します。

 MTS 2.0は他のWindows NT機能と密に統合されています。IIS、Active Server 
Pagesとの統合によりインターネット/イントラネット アプリケーション開発が
容易になり、Windows NTクラスタリング サービスとの統合によりフェイル 
オーバーが可能になり、MSMQとの統合により非同期での通信が行
え、Windows NTセキュリティ環境との統合によりリソース管理が単純化され
ます。

MTS 1.0は、インフラストラクチャ コードの作成を不要にする、コンポーネント指
向のランタイム環境を提供することで、サーバー中心型アプリケーションの開発方

法に革命をもたらしました。MTS 2.0は、Microsoft Internet Information Server 
4.0(IIS)との強力な統合性、Oracleデータベースへのトランザクショナル接
続、Microsoft Message Queue Server 1.0(MSMQ)との統合、Microsoft SNA Server 4.0
経由でのメインフレーム分散トランザクション接続、および改善されたパフォーマ

ンスと管理可能性を提供することで、この環境をさらに拡張しました。

最も重要なのは、他のベンダーの仕様、計画、および統合性の低いプロダクトとは

対照的に、MTS 2.0、IIS 4.0、MSMQ 1.0、および SNA Server 4.0が今日すでに入手
可能であり、統合されているということです。

Microsoft Transaction serverレビューアーズ ガイド
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Microsoft Transaction Server - リリース 2.0の機能一覧

機能 説明と利点
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使いやすさ

MTS エクスプローラ
の拡張

MTS エクスプローラでは、パッケージ管理のサポートが改善され、複数項
目の選択といった使いやすさを改善する拡張が加えられています。ま

た、MTS エクスプローラは、IISアプリケーションと、SNA Server 4.0に
よって生成されたコンポーネントをMTSパッケージとして管理すること
ができます。

Microsoft 
Management Console
サポート

MTS 2.0では、MTS エクスプローラ管理インターフェイスを、Microsoft 
Management Console(MMC)へのスナップインとして実行することができま
す。MMCとの統合により、ユーザーは一貫性のあるルック アンド フィー
ルを持った統合管理環境を使うことができます。

Microsoft Transaction serverレビューアーズ ガイド
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自動的なクライアント

インストレーション

ユーティリティ

MTS 2.0は、サーバー上で実行されているMTSベースのコンポーネントに
アクセスする必要があるクライアント マシンの構成プロセスを単純化し、
自動化するユーティリティを用意しています。

包括的な機能

Oracleデータベースの
ためのトランザクショ

ナルODBCドライバ

MTS 2.0には、Oracleバージョン 7.3以降を実行しているデータベースのた
めのODBC 3.0準拠のドライバが付属しています。ODBC 3.0への準拠によ
り、開発者は、(任意のプラットフォーム上の)Oracleデータベースへのア
クセスと、SQL Server™やMicrosoft Message Queue Serverなどの他のリ
ソースへのアクセスを、トランザクション作業単位の中で実行して、デー

タの整合性を完全に保護することができます。また、ODBC 3.0に準拠し
ていることで、MTSはOracleデータベース セッションの接続プーリング
を行って、パフォーマンスを改善することができます。

パフォーマンスの改善 MTS 2.0は、MTSがクライアントからの要求に従って、サーバー ベースの
オブジェクトのインスタンスを作成し、実行するのに要する時間を減ら

す、マルチスレッドのクラス ファクトリを持っています。また、MTS 2.0
はさまざまな内部操作が実行のために必要とするステップの数を減らすこ

とによって、パフォーマンスを改善します。

Windows NT 
Workstationと
Windows 95のサポート

MTS 2.0は、Windows NT WorkstationおよびMicrosoft Windows® 95オペ
レーティング システム上での実行をサポートしているので、企業はMTS
アプリケーションのスタンドアロン バージョンを導入することができま
す。
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Windows NTの機能とMicrosoftプロダクトとの統合

IISとの統合 Microsoft Internet Information Serverバージョン 4.0はMTS 2.0と統合されて
おり、MTSを使ってトランザクション管理などのさまざまなランタイム 
サービスを実行します。トランザクション サポートにより、IIS Active 
Server Pagesは、完全なデータ整合性を保ちながら、データベース、メイ
ンフレーム アプリケーション、およびメッセージ キューにアクセスする
ことができます。MTSとの統合により、IISはプロセスの分離によって、
個々の障害の影響がWebサイトの他の部分に及ぶのを防ぎ、スレッドおよ
び接続のプーリングなど、改善されたランタイム サービスによってパ
フォーマンスの改善を図り、コンポーネントをより簡単に管理することが

できます。

MSMQとの統合 MTS 2.0はMicrosoft Message Queue Server(MSMQ)との統合をサポートして
います。MSMQとの統合により、MTSベースのアプリケーションは、信
頼の置ける、非同期通信を行うことができます。送信や受信などのMSMQ
操作は、データの整合性を守るために、MTSトランザクションに自動的に
参加します。

Microsoft Transaction Server - リリース 2.0の機能一覧
機能 説明と利点

Windows NTの機能とMicrosoftプロダクトとの統合

SNA Server 4.0との統
合

MTS 2.0はMicrosoft SNA Server 4.0を使用して、(たとえば CICSの下で動
作している)メインフレーム アプリケーションとそのデータを、MTSが管
理しているトランザクションに入れることができます。MTSベースのアプ
リケーションは、1つまたは複数のデータベースを更新し、MSMQを使っ
てメッセージの送受信を行い、(VSAMなどの)データを更新するメインフ
レーム アプリケーションを呼び出したりした上で、すべての更新を、メイ
ンフレーム上のものも含めて、全体としてコミットまたはアボートさせる

ことができます。また、Microsoft SNA Server 4.0は、メインフレーム アプ
リケーションに対する COMベースのインターフェイスを簡単に生成でき
るので、MTSプログラミングが単純になります。

Windows NTクラスタ
リング サービスのサ
ポート

MTS 2.0はクラスタリングされたWindows NT Server上での実行をサポー
トしています。クラスタリングにより、管理者は自動的なフェイル オー
バーと、フォールト トレラントな高い可用性を持つ運用が可能なように
MTSを構成することができます。

Microsoft Transaction serverレビューアーズ ガイド
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Microsoft Transaction Server - 機能一覧

機能 説明と利点

Microsoft Transaction Serverレビューアーズ ガイド 8

MTSの機能一覧



使いやすさ

単純化された

3階層アプリケーション
開発

MTSは、3階層インフラストラクチャを、プレゼンテーションとアプリ
ケーション ロジックから完全に分離します。これにより、MTS開発者
は、シングルユーザーの COMコンポーネントの集まりとしてアプリケー
ションを構築し、これらのコンポーネントを適切な層に導入できるように

なります。中間層サーバー上で実行されるコンポーネントは、自動的にマ

ルチユーザー操作をサポートします。

COMコンポーネント
サポート

MTSは、Microsoft Visual Basic、Microsoft Visual C++®開発システム、およ
びMicrosoft Visual J++を含む、COM DLLを生成できる任意のツールをサ
ポートします。

単純なアプリケーショ

ン プログラミング
インターフェイス

MTS開発者は、2つの新しいAPIを学ぶだけで、自作のコンポーネントを
MTSランタイム環境に導入することができます。COM APIとWin32® API
に関する深い知識は不要です。

コンポーネント

パッケージのサポート

MTSでは、開発者は互いに関連するコンポーネントをパッケージにまとめ
ることができます。パッケージは、複数のコンポーネントを 1つのグルー
プとして扱い、セキュリティの設定、管理、および導入を行うための手軽

な手段として利用できます。

MTS エクスプローラ MTS エクスプローラは、管理者がパッケージの作成と管理を行い、セキュ
リティやトランザクションの振る舞いなどのコンポーネント プロパティを
構成し、実行中のサーバーの監視と管理を行うために使用する、GUIベー
スのシステム管理コンソールです。MTS エクスプローラは、ドラッグ ア
ンド ドロップや複数項目選択など、使いやすさを念頭に置いた高度な機能
をサポートしています。

Microsoft 
Management Console
サポート

MTS エクスプローラ管理インターフェイスは、Microsoft Management 
Console(MMC)へのスナップインとしても動作します。MMCとの統合によ
り、ユーザーは一貫性のあるルック アンド フィールを持った統合管理環
境を使うことができます。

自動的なクライアント

インストレーション

ユーティリティ

MTSは、サーバー上で実行されているMTSベースのコンポーネントにア
クセスする必要があるクライアント マシンの構成プロセスを単純化し、自
動化するユーティリティを用意しています。

Microsoft Transaction serverレビューアーズ ガイド
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包括的な機能

自動トランザクション

管理

MTSは、コンポーネントに対して、自動的なトランザクション管理サービ
スを提供します。開発者と管理者は、特定のコンポーネントが必要とする

トランザクション保護のレベルを、単純なプロパティ ページ インター
フェイスを使って指定します。実行時に、MTSは 2フェーズ コミット プ
ロトコルなど、すべての必要なトランザクション管理を自動的に実行しま

す。これにより、開発が大幅に単純化され、コンポーネントの再利用が促

進されます。

データベース接続の

プーリング

MTSは、データベース リソースへの接続をプールから割り当てます。コ
ンポーネントが接続を必要とするのは、そのコンポーネントがアクティブ

なときだけです。このため、クライアントをサポートするために必要な

データベース接続の総数を減らすことができ、データベース パフォーマン
スが改善されます。

Microsoft Transaction Server - 機能一覧

機能 説明と利点

包括的な機能(続き)

Oracleデータベースの
ためのトランザクショ

ナルODBCドライバ

MTSには、Oracleバージョン 7.3以降を実行しているデータベースのため
のODBC 3.0準拠のドライバがあります。ODBC 3.0への準拠により、開発
者は、(任意のプラットフォーム上の)Oracleデータベースへのアクセス
と、SQL ServerやMicrosoft Message Queue Serverなどの他のリソースへの
アクセスを、トランザクション作業単位の中で実行して、データの整合性

を完全に保護することができます。また、ODBC 3.0に準拠していること
で、MTSはOracleデータベース セッションの接続プーリングを行って、
パフォーマンスを改善することができます。

複数のデータベースと

リソース マネージャ
のサポート

MTS上で実行されているコンポーネントは、複数のデータベースと、メッ
セージ キューイング システムやメインフレーム アプリケーションなどの
他のリソースに、データの整合性を完全に保護しながら同時にアクセスす

ることができます。MTSは自動的にトランザクションの管理を行い、要求
に含まれているすべてのデータベースとその他のリソースが、1つの単位
としてコミットするか、アボートするかのどちらかになるようにします。

クライアント フットプ
リント必用なし

MTSアプリケーションは、クライアント マシン上にライブラリやランタ
イム環境を必要としません。

Windows NT Workstation
とWindows 95のサポー
ト

MTSは、Windows NT WorkstationおよびWindows 95オペレーティング シ
ステム上での操作をサポートしているので、企業はMTSアプリケーショ
ンのスタンドアロン バージョンを導入することができます。

プロセスの分離 MTS管理者はパッケージを独自のプロセスの中で実行するように構成し、
障害が他のパッケージに影響を及ぼさないようにすることができます。

自動的なスレッド

プーリング

クライアントから要求が入ってくると、MTSはコンポーネントに対して、
事前に割り当てられたプールから自動的にスレッドを割り当てます。コン

ポーネントが実行を終了すると、MTSはそのスレッドを解放します。この
ため、スレッドの作成と削除のオーバーヘッドが軽減し、パフォーマンス

が改善されます。
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自動的なオブジェクト

インスタンス管理

MTSは要求があったときにのみ、サーバー上にコンポーネントのインスタ
ンスを作成し、コンポーネントが実行を終了した時点でメモリ リソースを
解放します。このように、ジャスト イン タイム アクティベーションと、
できる限り早く行うデアクティベーションにより、サーバー マシン上での
必要メモリが最小限に抑えられます。

共有プロパティ

マネージャ

MTSは共有プロパティ マネージャによって、状態情報を保存したり、状
態を他のコンポーネントと共有しなければならないコンポーネントのプロ

グラミングを単純化します。

Windows NTの機能とMicrosoftプロダクトとの統合

Microsoft SQL Server 
6.5との統合

Microsoft SQL Server 6.5は、Microsoft Distributed Transaction 
Coordinator(DTC)をベースにしたきわめて高速で効率的なトランザクショ
ン的統合をMTSアプリケーションに提供するOBDC 3.0ドライバを持って
います。MTSはトランザクション管理にもDTCを使用するので、管理者
は同じユーティリティを使ってMTSと SQL Serverの間のトランザクショ
ンを管理することができ、システム管理の作業が単純化されます。

Microsoft Transaction serverレビューアーズ ガイド
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Microsoft Transaction Server - 機能一覧
機能 説明と利点

Windows NTの機能とMicrosoftプロダクトとの統合(続き)

IISとの統合 Microsoft Internet Information Serverバージョン 4.0はMTSと統合されてお
り、MTSをトランザクション管理などのさまざまなランタイム サービス
に使用します。MTSとの統合により、IISのActive Server Pagesは、データ
ベース、メインフレーム アプリケーション、およびメッセージ キュー
に、データの整合性を保護しながらアクセスするMTSコンポーネントを
簡単に呼び出せるようになります。MTSとの統合により、IISはプロセス
の分離によって、個々の障害の影響がWebサイトの他の部分に及ぶのを防
ぎ、スレッドおよび接続のプーリングなどの改善されたランタイム サービ
スによってパフォーマンスの改善を図り、コンポーネントをより簡単に管

理することができます。

MSMQとの統合 MTSはMicrosoft Message Queue Server(MSMQ)との統合を提供しま
す。MSMQとの統合により、MTSベースのアプリケーションは、信頼の
置ける、非同期通信を行うことができます。送信や受信などのMSMQ操
作は、データの整合性を守るために、MTSトランザクションに自動的に参
加します。

SNA Server 4.0との
統合

MTSはMicrosoft SNA Server 4.0を使って、(たとえば CICSや IMS上で実
行されている)メインフレーム アプリケーションとそのデータを、MTSが
管理するトランザクションの中に入れることができます。MTSベースのア
プリケーションは、1つまたは複数のデータベースを更新し、MSMQを
使ってメッセージの送受信を行い、(VSAMなどの)データを更新するメイ
ンフレーム アプリケーションを呼び出したりした上で、すべての更新を、
メインフレーム上のものも含めて、全体としてコミットまたはアボートさ

せることができます。また、Microsoft SNA Server 4.0は、メインフレーム 
アプリケーションに対する COMベースのインターフェイスを簡単に生成
できるので、MTSプログラミングが単純になります。

Windows NT
クラスタリング サービ
スのサポート

MTSはクラスタリングされたWindows NT Server上での動作をサポートし
ます。クラスタリングにより、管理者は自動フェイル オーバーと、フォー
ルト トレラントな高い可用性での動作を行うようにMTSパッケージを構
成することができます。

Windows NT
セキュリティとの統合

MTSは、Windows NTセキュリティ環境に統合された、ロールをベースに
するセキュリティ メカニズムを備えています。ロールにより、開発者は、
コンポーネントの最終的な導入形態を知らなくても、コンポーネントにセ

キュリティ保護を埋め込むことができます。管理者は、MTSにコンポーネ
ントをインストールする時点で、ロールをユーザーにマップします。

Microsoft Transaction Server - 機能一覧

比較 MTS
Sunの Enterprise 
Java Beans*

CORBA準拠のORB

使いやすさ
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3階層アーキテクチャ Yes Yes Yes

COMコンポーネント サポート Yes No 厳しい制限あり

単純なアプリケーション プログラミン
グ

インターフェイス

Yes Yes Yes

コンポーネント パッケージングのサ
ポート

Yes No No

GUIベースのシステム管理 Yes 不明 No

Microsoft Management Console
サポート

Yes No No

自動的なクライアント インストレー
ション ユーティリティ Yes 不明 No

包括的な機能

自動的なトランザクション管理 Yes No No

データベース接続のプーリング Yes
サード パーティによ
る

サード パーティによ
る

複数のデータベースとリソースのサ

ポート
Yes

サード パーティによ
る

サード パーティによ
る

クライアント フットプリント必要なし Yes No No

プロセスの分離 Yes
サード パーティによ
る

No

自動的なスレッド プーリング Yes
サード パーティによ
る

No

自動的なオブジェクト インスタンス管
理

Yes 不明 手動

共有データ機能 Yes
サード パーティによ
る

Yes

Windows NTの機能とMicrosoftプロダクトとの統合

SQL Server 6.5との統合 Yes No No

Webサーバーとの統合 Yes 制限あり 制限あり

MSMQとの統合 トランザクション 非トランザクション 非トランザクション

SNA Server 4.0との統合 トランザクション 非トランザクション 非トランザクション

Windows NTクラスタリング サービス
のサポート

統合 不明 制限あり

Windows NTセキュリティとの統合 Yes 不明 制限あり

* Sunは Enterprise Java Beansに関する情報を完全には公開していないので、この評価は本書の出版時点での

Microsoftの見解を表しています。
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入手方法

MTS 2.0は、Microsoft Windows NT Server Enterprise Edition 4.0、Microsoft Windows 
NT Server Standard Edition 4.0の機能として、これらのプロダクトに添付されていま
す。さらに、これらのオペレーティング システム プラットフォームの既存のライ
センシーは、Windows NT 4.0 Option Packを通してMTS 2.0を入手することができ
ます。Option Packは、CD形式、またはWebベースのダウンロードで(無償)入手す
ることができます。

ライセンシング

Windows NT Serverで実行されているMTSベースのコンポーネントを呼び出すマシ
ンには、Microsoft Windows NT Serverクライアント アクセス ライセンス(CAL)が必
要です。すでにプリント サービスやファイル共有などのサービスにアクセスする
ために CALを持っているマシンは、新たに CALを購入しなくてもMTSクライア
ントを使用することができます。Microsoft Windows NT Serverライセンシングの詳
細については、http://www.microsoft.com/ntserver および 
http://www.microsoftcom/japan/products/ntserver を参照してください。

すべてのアプリケーションは、パーソナル コンピュータ上のスプレッドシートか
らメインフレーム上の支払い勘定システムにいたるまで、プレゼンテーション、ア

プリケーション ロジック、およびデータの 3つのコンポーネントを持っています。
プレゼンテーション コンポーネントはユーザーとの対話に焦点を当てます。アプ
リケーション ロジック コンポーネントは、計算を実行し、アプリケーションの流
れを決定します。データ コンポーネントは、セッション、計画されたシャットダ
ウン、およびシステムの障害の前後で永続的に存在していなくてはならない情報を

管理します。すべてのアプリケーションはこれらのコンポーネントを持っています

が、アプリケーション 開発者は開発コストとスケーラビリティやコンポーネント
の再利用可能性といった要素のバランスを取って、さまざまな構成オプションと導

入オプションから選択を行うことができます。

2階層アーキテクチャとその利点

2階層アプリケーションは、プレゼンテーションとアプリケーション ロジックのコ
ンポーネントをクライアント マシン上に置き、データにはネットワーク接続を通
してリモートでアクセスします。クライアント上のアプリケーション コンポーネ
ントは、業界標準の構造化問い合わせ言語(SQL)などのAPIインターフェイスを通
してデータベースのデータを読み込み、アプリケーション ロジックを実行し、更
新を行う必要が生じたときにはデータをデータベースに送り返します。2階層アプ
リケーションは、通常は適度のユーザー数を持ち(100人以下)、単一のデータベー
スとセキュアで高速なネットワーキングを持っている部門規模のアプリケーション

に適しています。また、ほとんどのクライアント サーバー開発ツールは 2階層アプ
リケーションを自動的に生成するので、今日、ネットワーク ベースのアプリケー
ションで最も広く使われている形態になっています。
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2階層アーキテクチャの制限

多数のユーザー、マルチデータ

ベース環境、そしてセキュアでないネットワーク環境では、2階層アプリケーショ
ンにはさまざまな制限があります。

 データベースはすべてのアクティブな クライアントに対する接続を保持して
いなくてはなりません。接続はマシン リソースを消費し、クライアントの数
が増えるにつれてパフォーマンスを低下させます。

 多数のクライアントが同じデータを同時に扱おうとするときに、データベース

内で競合が起こることがあります。データベースはデータの破壊を防ぐため

に、1つのクライアントが特定のデータ部分(行など)へのアクセスを要求した
時点でデータをロックし、他のクライアントが同じデータに同時にアクセスで

きないようにします。他のクライアントは、データベースがロックを解放する

のを待ってから作業を続行します。

 2階層システムで使われているセキュリティ モデルは、信頼されている LAN
環境の外部では適切に機能しません。2階層モデルのセキュリティは、ユー
ザーのデータに対するアクセスを許可するか、拒否するかという点に焦点を当

てています。管理者が(正当な理由で)ユーザーに対してテーブルへのアクセス
を許可すると、そのユーザーはデータに対してあらゆる操作を行えるようにな

ります。

 2階層アプリケーションでは、アプリケーションは特定のデータベース システ
ムとテーブル フォーマットに緊密に結び付けられているので、アプリケー
ション ロジックを幅広く再利用するのは困難です。2階層アプリケーションに
おけるロジックの再利用は、一般にアプリケーション間でコードのカット ア
ンド ペーストを行うという意味になります。

 2階層システムは、一度に 1つのデータベース システムにしかアクセスできま
せん。他のデータベース システム、メインフレーム アプリケーション、また
は他のリソースへのアクセスはゲートウェイを介して行わなくてはならず、こ

のゲートウェイがいくつもの新しい問題をもたらします(後述)。

また、2階層アプリケーションは、あるレベルまでは優れたスケーラビリティを
持っていますが、ロックの競合のせいで、それ以降は急速にスケーラビリティが低

下するという点に注意する必要があります。ロックの解決はサーバーの速度には依

存しないので、より強力なデータベース マシンをインストールしても、パフォー
マンスが大幅に改善されるということはありません。

2.5階層アーキテクチャとその利点

2階層モデルの限界に直面した企業は、ほとんどの場合、データ ゲートウェイと
データベース ストアド プロシージャを使うようになります。データ ゲートウェイ
は、他のデータベースに存在するデータ(たとえばメインフレーム上のVSAMデー
タ)を、クライアントが接続されているデータベースに存在しているように見せ掛
けることができます。この方法は 2階層アプリケーションがアクセスできるデータ 
ソースの数を増やすことができるので、データへのアクセスを拡張することで、複

数のアプリケーションを統合する手軽な手段として利用できます。
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ストアド プロシージャを使うと、クライアントは、クライアント上ではなく、

データベース サーバー上でリモートに SQLステートメントのグループを実行する
ことができます。クライアント アプリケーションはストアド プロシージャを名前
によって呼び出し、プロシージャにパラメータを渡したり、プロシージャから結果

を取り出すことができます。ストアド プロシージャは、クライアントとの間でや
り取りしなければならないデータの量を最小限に抑えることでネットワーク トラ

フィックを軽減し、権限を持つク

ライアントだけに使用を制限する

ことでセキュリティを改善し、複

数のプレゼンテーション コンポー
ネントが同じストアド プロシージャを呼び出せるようにすることでアプリケー
ションの再利用性を高めます。また、ストアド プロシージャはスケーラビリティ
も高めます。一般論として、ストアド プロシージャを使用するアプリケーション
は、似たような構成の 2階層アプリケーションの約 2倍のユーザーをサポートする
ことができます。

2階層アーキテクチャではプレゼンテーション コンポーネントとアプリケーション 
コンポーネントがクライアント上でグループ化されるのに対し、ストアド プロ
シージャはアプリケーション ロジック コンポーネントをデータ コンポーネントと
ともにデータベース サーバー上でグループ化します。これは 2.5階層アーキテク
チャと呼ばれることがあります。ストアド プロシージャは 2階層アプローチよりも
スケーラビリティ、セキュリティ、および再利用可能性の点で優れていますが、真

の 3階層アーキテクチャほどのパワーはないからです。

2.5階層アーキテクチャの制限

データ ゲートウェイとストアド プロシージャには利点がありますが、重大な制限
もいくつか存在します。ストアド プロシージャに関しては、以下のような制限が
あります。

 個々のストアド プロシージャのインプリメンテーションは、再利用可能性が
高くありません。これは、複数インターフェイス サポート、外部に公開され
ているセキュリティおよびトランザクション プロパティといったコンポーネ
ント機能がないためです。

 ストアド プロシージャ メカニズムはデータベース ベンダーごとに互換性がな
いので、アプリケーション ロジックを別のデータベース システムで再利用す
ることはできません。

 ストアド プロシージャ アプローチでは、各クライアントについてデータベー
ス接続が必要となり、実行時にデータベース マシンのリソースを消費するの
で、クライアントの数が増えるにつれてパフォーマンスが低下します。

データ ゲートウェイに関して言えば、他のアプリケーションとの統合はゲート
ウェイを通してデータのレベルで行わなくてはなりません。データ レベルでの統
合には、以下のような問題があります。
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 データ ゲートウェイ アーキテクチャが機能するためには、他のすべてのアプ
リケーションのオーナーが(これにはビジネス パートナーが含まれることがあ

ります)、自分のデータを(ゲートウェイを通して)、自分の管轄外のアプリケー
ションに公開する意志を持っていなくてはなりません。また、自分のデータが

外部のアプリケーションによって変更された後に戻されて、自分のデータベー

スに再挿入されることも許さなくてはなりません。

 テーブルのレイアウトや、それに関連するビジネス ルールの変更が、他のい
くつものアプリケーションに影響を与える可能性があります。

 いずれかのデータ ソースがリレーショナル データベースでなかった場合(たと
えばメインフレーム上のVSAMデータ)、ゲートウェイはまずそのデータを
SQLテーブルに変換しなければなりません。これによりパフォーマンスが大幅
に低下します。

これらの制限のために、ストアド プロシージャはスケーラビリティとセキュリ
ティを高めなければならないが、広範囲に再利用を行う必要はない単一のアプリ

ケーションの中で使うのに適していると言うことができます。データ ゲートウェ
イは読み取り専用の、扱うデータ量がきわめて少ないアプリケーションに適してい

ます。コンポーネントの再利用と、複数のデータベースやメインフレーム アプリ
ケーションへのアクセスを必要とするアプリケーションでは、これでは明らかに不

十分です。

3階層アーキテクチャ

3階層アーキテクチャでは、プレゼンテーション、アプリケーション ロジック、お
よびデータ コンポーネントがそれぞれ別のユニットに分離されます。プレゼン
テーション コンポーネントはユーザーとの対話を管理し、中間層のコンポーネン
トを呼び出すことでアプリケーション サービスを要求します。アプリケーション 
コンポーネントはビジネス ロジックを実行し、SQLからデータベースへ、あるい
は LU6.2からメインフレーム アプリケーションへのネイティブなインターフェイ
スを使って、データベースやその他のリソースに対して要求を行います。クライア

ントは要求を完了するために、必要なだけの数のサーバー ベースのコンポーネン
トを呼び出すことができ、コンポーネントは他のコンポーネントを呼び出すことが

できるので、再利用可能性が高まります。

3階層アーキテクチャの利点

3階層アーキテクチャは、アプリケーション コンポーネントをプレゼンテーション 
インターフェイスとデータベース インプリメンテーションの両方から独立した形
で中間層のサーバー上で実行することができることから、サーバー中心型のアーキ

テクチャと呼ばれることがあります。個々のユニットを物理的に異なるマシン上で

実行しなければならないという制限はありませんが、3階層システムの利点を最大
限に引き出すためには、プレゼンテーション コンポーネントをデスクトップ クラ
イアントまたはブラウザ上に、アプリケーション ロジックを中間層のサーバー上
に、そしてデータをデータベース サーバー上に置く必要があります。アプリケー
ション ロジックがプレゼンテーションとデータから独立しているということに
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は、いくつもの利点があります。

 開発者は、制限の厳しいストアド プロシージャ言語ではなく、Visual Basicや
Visual J++などの強力な開発ツールを使って、再利用可能なアプリケーション 
コンポーネントを開発することができます。

 管理者はアプリケーション コンポーネントをレプリケートして、複数のマシ
ン上で同時に実行することができます。これにより、クライアントの負荷を複

数のマシンに分散させることができるので、可用性、スケーラビリティ、およ

びパフォーマンスが改善されます。2.5階層アーキテクチャでは、ストアド プ
ロシージャを 1つのデータベースの中で実行しなければならないため、(データ
レプリケーションではない)アプリケーション コンポーネントのレプリケー
ションは不可能です。

 アプリケーション コンポーネントはデータベース接続を共有することができ
ます。これにより、データベース サーバーがサポートしなければならない
セッションの総数が減り、パフォーマンスが改善されます。2階層および 2.5
階層のシステムでは、データベースはすべてのユーザーに対して接続を割り当

てなくてはなりません。

 中間層のアプリケーション コンポーネントのセキュリティは、共通のインフ
ラストラクチャを使って、集中的に設定することができます。アクセスはコン

ポーネント単位で許可または拒否できるので、管理が単純化されます。

 メインフレーム アプリケーションやその他のデータベースなどのリソースへ
のアクセスは、データ ゲートウェイではなく、ネイティブなプロトコルとア
プリケーション インターフェイスを通して行われます。これによりパフォー
マンスが改善され、アプリケーションのオーナーが自分のデータへのアクセス

を制御できるようになります。
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3階層アーキテクチャにはこのような魅力がありますが、ほとんどの企業は、2階
層および 2.5階層のアプローチから一歩先に進むことができないでいます。これは
おそらく、データベース中心のアプローチをサポートする開発ツールが充実してお

り、サーバー中心型の開発を支援するツールがほとんど存在していなかったためで

しょう。幅広いポピュラーな開発ツールによってサポートされているMicrosoft 
Transaction Serverがリリースされたことにより、3階層開発は、ようやく幅広い企
業の手の届くものになりました。

MTSは、Microsoftの Component Object Model(COM)テクノロジーをベースにした 3
階層アプリケーションの開発と導入のための、サーバー中心型の環境を提供しま

す。MTSアプリケーションでは、アプリケーション ロジックはサーバー上のMTS
の管理下で実行され、MicrosoftのDistributed COM(DCOM)テクノロジーを通して、
クライアント上で実行されているプレゼンテーション中心のコンポーネントから呼

び出されます。クライアントは、従来のアプリケーションと、Microsoft Internet 
Information Server(IIS)内で実行されるActive Server Pageスクリプトの組み合わせと
してインプリメントすることができます。

アプリケーション ロジック コンポーネントは、さまざまな種類のデータベー
ス、Microsoft Message Queue Server(MSMQ)、そしてMicrosoft SNA Server 4.0を通し
て CICSおよび IMSアプリケーションにアクセスすることができます。データベー
スとリソースへのアクセスは、ロック管理や接続プーリングといったサービスを自

動的に実行するMTSリソース ディスペンサを通して行われます。また、MTSは自
動トランザクションもサポートしているので、データとリソースへのアクセスは

オール オア ナッシング方式で行われます。
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開発者は、COMに準拠するダイナミック リンク ライブラリ(DLL)を生成できる任
意のツールまたはプログラミング言語を使って、プレゼンテーション コンポーネ
ントとアプリケーション ロジック コンポーネントを構築することができます。コ
ンポーネントをMTS環境の中で効率的に動作させるために、開発者はいくつかの
単純な規則に従わなくてはなりません。

 コンポーネントは、シンプルなAPI呼び出しを行うことで、MTSコンテクスト
オブジェクトへの参照を作成しなければなりません。参照を作成することで、

コンポーネントはトランザクションおよびセキュリティ サポートといった
MTSサービスを利用できるようになります。

 コンポーネントの中にステータスを(ローカル変数またはグローバル変数の形
で)保存してはなりません。コンポーネントがステータスを保存していると、
コンポーネントの実行が終了しても、MTSがリソースのリサイクリングを行
えないので、スケーラビリティが低下します。コンポーネントの状態はデータ

ベースまたはMTSの共有プロパティ マネージャ(SPM)に保存し、必要に応じ
てそこから取り出すようにします。

 コンポーネントが実行に成功して完了したときには、MTSコンテクスト オブ
ジェクトの SetCompleteメソッドを呼び出さなくてはなりません。これは、ト
ランザクションに関わったすべてのコンポーネントが実行を終了した時点で、

このコンポーネントが実行したすべての作業をコミットしてもよいということ

をMTSに通知する役割を果たしています。また、SetCompleteの呼び出しは、
このコンポーネントが保持しているすべてのリソースをリサイクルしてもよい

ということをMTSに知らせます。
 コンポーネントが実行に成功しなかった場合には、MTSコンテクスト オブ
ジェクトの SetAbortメソッドを呼び出さなくてはなりません。これは、カレン
ト トランザクションをアボートし、このトランザクションに関わったコン
ポーネントによって加えられたすべての変更をロールバックするようにMTS
に通知します。また、SetAbortの呼び出しは、このコンポーネントが保持して
いるすべてのリソースをリサイクルしてもよいということをMTSに知らせま
す。

コンポーネントがこれらの規則に従っていれば、アプリケーションは新たな開発作

業を行わなくても、スケーラビリティ、パフォーマンス、および管理の改善といっ
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たMTSの恩恵を受けることができます。コンポーネントのMTS環境へのインス
トールは、コンポーネントのDLLをMTS エクスプローラウィンドウにドラッグ ア
ンド ドロップで移動するという単純な操作で行えます。

MTSは、Microsoft Component Object Model(COM)テクノロジーをベースにした 3階
層アプリケーションの開発と導入のための強力なテクノロジーです。「3階層コン
ピューティングについて」のセクションで詳しく説明したように、3階層アーキテ
クチャには、スケーラビリティ、セキュリティ、およびアプリケーション ロジッ
クの再利用可能性の改善といった幅広い利点があります。これらの利点はあらゆる

業種のさまざまなアプリケーションに適用できるので、MTSの使い方を理解する
ためには、いくつかの一般的なシナリオを紹介し、MTSがどのような価値を付加
するかを見てみるのがよいでしょう。

Webベースのアプリケーション

Webにはさまざまな役割がありますが、そのうちの 1つが、ユーザーに対して基幹
業務 アプリケーションや電子商取引 アプリケーションを提示するための理想的な
手段というものです。ブラウザは、デスクトップ フットプリントと保守コストが
ゼロに近く、強力でダイナミックなユーザー インターフェイスを手軽に表示する
ことができます。また、インターネット/イントラネット ネットワーキングが世界
のほぼあらゆる場所をカバーするようになった現在、ほぼすべてのデスクトップを

即座に強力なプレゼンテーションおよびユーザー入力デバイスに変身させることが

できます。

前に述べたように、プレゼンテーションとユーザー入力は、アプリケーション全体

のほんの一部に過ぎません。ユーザーのHTMLベースの入力を受け取り、適切な
データベースまたはその他のリソースに対して要求の処理を行うアプリケーション

を呼び出す別の要素が必要となります。Webの場合、これは通常はWebサーバー
の役割です。初期のWebサーバーは静的なHTMLページへのアクセスを提供する
だけでしたが、今日の大部分のWebサーバーは、ユーザーから入力を受け取り、
アプリケーションまたはスクリプトを起動し、応答を返すためのメカニズムを備え

ています。

Webサーバーからのアプリケーション要求の処理というプロセスは、一見するほど
簡単ではありません。

 ほとんどのWebサーバーは、それ自体ではアプリケーション インフラストラ
クチャと呼べるものをほとんど、あるいはまったく持っていません。アプリ

ケーションやスクリプトを呼び出すことはできますが、データベース アクセ
スなどの基本的なサービスを提供するのは開発者の責任となっています。

 優れたインフラストラクチャ サービスを提供するアプリケーション開発テク
ノロジーのほとんどは、Webサーバーとうまく統合できません。たとえ
ば、Webのコネクションレス型の世界においては、複数のブラウザ要求の間で
ユーザーに関する情報をどうやって保持するかという問題が生じます。
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これらの問題に対する従来のソリューションは、Common Gateway Interface(CGI)の
スクリプトやクッキーをベースにしていましたが、これらは基本的なアプリケー

ションには使えても、基幹業務 アプリケーションや電子商取引 アプリケーション
に使うには、スケーラビリティや堅牢性が不十分でした。

MTSとMicrosoft Internet Information Server 4.0(IIS)の組み合わせは、Webベースのフ
ロント エンドを持つ、プロダクション クオリティの 3階層アプリケーションの構
築に理想的です。IISは、ブラウザに対してビジュアルでインタラクティブなペー
ジを提示するための最新の機能と、Active Server Pages(ASP)と呼ばれる強力なアプ
リケーション メカニズムを持っています。ASPは、標準的なHTMLコマンド
と、Visual Basicと JavaScriptをベースにしたスクリプトの組み合わせを含んでいる
テキスト ファイルです。

Webページのデザイナーは、.ASPという拡張子を持つURLへの参照を含んでいる
標準的なWebページを作成することでASPを使用します。たとえば、ユーザーに
対して入力フォームを送付し、返信先のURLとして、回答を処理するASPを指定
するということはよく行われます。ユーザーがフォームに入力を行い、回答を送信

すると、IISはURLが.ASPという拡張子を持っていることを確認し、適切なASP
スクリプトを実行します。ASPファイルの中のスクリプトは、基本的な計算を実行
し、ODBCインターフェイスを介してデータベースにアクセスし、ブラウザに返送
するHTMLストリームを作成するといった処理を行うことができます。重要なの
は、ASPがMTS上で実行されているコンポーネントを呼び出すこともできるという
ことです。

ASPがMTSコンポーネントを呼び出すとき、その要求はMTSに対して、普通のク
ライアントから送られてきた要求と同じ形で入ってきます。コンポーネントは以下

の処理を行うことができます。

 アプリケーション ロジックが必要とする任意の計算を実行する。
 ODBC 3.0準拠のドライバを通して、1つまたは複数のデータベースにアクセス
する(SQL Server 6.5やOracle 7.3など)。

 SNA Server 4.0を通し、標準的な COMコンポーネント インターフェイスを
使ってメインフレーム アプリケーションにアクセスする。

 Microsoft Message Queue Server(MSMQ)を通してメッセージの送受信を行
う。Level 8 Systems, Inc.のブリッジ プロダクトを使うと、MTSコンポーネント
はMSMQを使って、IBMのMQSeriesプロダクトを使用している既存のアプリ
ケーションにアクセスすることもできます。

 アプリケーション ロジックの他の部分を実行する他のコンポーネントを呼び
出す。これによりコンポーネントの再利用が促進されます。実際、企業はビル

ド済みの市販のコンポーネントを組み合わせてアプリケーションを作ること

で、開発に要する時間を短縮することができます。

MTSは自動トランザクションをサポートしているので、MTSコンポーネントまた
は ASPスクリプトの中で何らかのエラー条件が発生すると、MTSはデータベース
(メインフレーム上のものも含む)とメッセージ キューに加えられたすべての変更を
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ロールバックします。MTSトランザクションは、プロダクション クオリティのシ
ステムに欠かせない、重要なデータ整合性保護機能を提供します。たとえば、トラ

ンザクションによる保護がなければ、請求なしに商品を出荷したり、口座の残高が

狂うといった現象が起こりかねません。さらに、MTSは多数のユーザーを処理
し、一貫して優れた応答時間を実現する高度なコンポーネント ランタイム環境を
提供します。

IIS Active Server PagesとMTSを組み合わせることにより、企業はインタラクティ
ブでダイナミックなWebベースのインターフェイスを備えた強力な基幹業務 アプ
リケーションや電子商取引 アプリケーションを、再利用可能なコンポーネントの
組み合わせとして構築することができます。ASPだけでも、かなりの量の計算と
データベース アクセスを行うことができますが、MicrosoftはASPをプレゼンテー
ション管理に、MTSをアプリケーション ロジックに使用することを推奨していま
す。このアプローチにより、多数のユーザーをサポートし、複雑な計算を実行し、

複数のデータベースや、メインフレーム アプリケーションなどの他のリソースに
アクセスができる、再利用可能なコンポーネントの組み合わせとしてのWebベー
スのアプリケーションを構築することができます。

一般的なツールによる 3階層アプリケーションの構築

Visual BasicやVisual J++などの開発ツールが普及した理由の 1つが、2階層アプリ
ケーションが簡単に作れるということでした。データ バウンド コントロールなど
の機能により、開発者は強力なユーザー インターフェイス機能を提供すると同時
に、データベース アクセスの複雑な部分には触れずに済ませることができます。
さらに、COMのサポートにより、モジュール的なコンポーネント ベースのアーキ
テクチャを使ったアプリケーションを簡単に開発することができます。

しかし、Visual BasicとVisual J++で作られた 2階層アプリケーションは、他の 2階
層アプリケーションと同じ制限に直面することになります。たとえば、データ バ
ウンド コントロールはデータベースに負荷をかけ、複数のユーザーが同時に使用
した場合には競合の問題が発生することがあります。また、(MTS 1.0以前に
は)Visual Basic(およびその他の COM対応ツール)で作られた COMコンポーネント
を、クライアント環境の外で使うのは困難でした。

MTSにより、開発者はVisual Basicなどのツールに関する既存のスキルを使って、
高度な 3階層アプリケーションを構築することができます。開発者は、いくつかの
単純な規則に従うことで、プログラムのアプリケーション ロジック コンポーネン
トを、MTSの管理下にある中間層サーバー上で動作する COM対応のダイナミック 
リンク ライブラリ(DLL)として生成することができます。クライアント ベースのプ
レゼンテーション コンポーネントがサーバー ベースのアプリケーション コンポー
ネントを呼び出すと、Distributed Component Object Model(DCOM)のランタイムは、
自動的に要求をMTSにルーティングします。この環境でMTSを使うことには、以
下のような利点があります。

 データベースや、メインフレーム アプリケーションなどの他のリソースに、
完全なトランザクションによる保護の下でアクセスすることができます。
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ASPとMTSコンポーネントの選択3階層アーキテクチャの問題点MTSの利点



 MTS エクスプローラのドラッグ アンド ドロップ インターフェイスと、自動化
されたクライアント インストレーション ユーティリティによって、コンポー
ネントの導入が単純化されます。

 スレッド プーリング、データベース接続プーリング、およびジャスト イン タ
イムのオブジェクト インスタンス生成などのスケーラビリティ機能が自動的
に使用されます。

 MTS エクスプローラによって、コンポーネント管理を簡単に行うことができ
ます。

 IISとActive Server Pagesから同じオブジェクトを呼び出すことができます。

MTSにより、企業はまったく異なるスケールで、強力な開発ツールの恩恵を受け
ることができます。

業務要件に適合する分散オブジェクト アプリケーション

少し前から、企業はオブジェクト指向のプログラミング ツールと開発方法論の利
点に気づいていました。最初のうち、オブジェクトはほとんどの場合、ユーザー 
インターフェイスの開発などのクライアント中心の用途でその力を発揮していまし

た。これは、オブジェクトをサーバー中心型の用途で利用するための、標準的で簡

単な手段がなかったためです。この状況は、Object Management Group(OMG)の
Common Object Request Broker Architecture(CORBA)仕様が現れたことによって変わ
り始めました。CORBA仕様は、オブジェクトをネットワーク接続上で分散させる
方法と、変換やセキュリティなどのさまざまな標準サービスの概要を定めていま

す。この仕様は多数の代表的なベンダーによって支持され、ユーザーは、再利用可

能なオブジェクトがネットワークの任意の場所で実行できるという期待に胸を躍ら

せました。

オブジェクトの作成と導入を 1回行うだけで、ネットワーク上の任意の場所で再利
用できるという発想はきわめて魅力的であり、OMGが CORBA仕様によって重要
な問題点に対する関心を呼び起こしたという事実を否定する人はいません。しか

し、それと同時に、CORBAのアプローチにはいくつかの弱点があります。たとえ
ば、CORBAはプロダクトではなく、仕様であるため、異なるベンダーが発売して
いる CORBA準拠のプロダクトが相互運用性を持つことは稀であり、相互運用が可
能だとしても、基本的な形でしか行えません。また、データベース接続のプーリン

グをどのように行うかといった、オブジェクト インフラストラクチャの重要な問
題について、CORBA仕様は何も定めていません。

さらに、再利用可能性があると主張されているのにもかかわらず、CORBAオブ
ジェクトにはトランザクションやセキュリティの振る舞いといったプロパティを外

部から指定する機能がない(つまり、オブジェクトそのものか、そのインターフェ
イス定義ファイルの中にコーディングしなければならない)ため、実際のアプリ
ケーションでの再利用可能性は限られています。

さらに重要なのは、オブジェクトの振る舞いとサービスのセットの仕様を定めれ

ば、ベンダー各社が協力して、市販のORBにプラグ アンド プレイで組み込めるパ
ズルの断片を提供してくれるだろうとOMGが勝手に決め込んでいたことです。現
実には、このようなことは起こりませんでした。仕様に定められたサービスの多く

Microsoft Transaction Serverレビューアーズ ガイド 24
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が、そもそも提供されませんでした。また、プロダクトの形で存在するサービス

も、一般にカスタマがかなりの労力を費やしてシステム統合を行わなくてはなりま

せ ん。

MTS により、企業は基幹業務 アプリ
ケー ションで分散オブジェクトを利用す

るこ とができます。開発者は、COMコ
ン ポーネントの集まりとしてアプリ

ケー ションを構築し、MTSを使ってこ
れら のコンポーネントを導入しま

す。C OMとMTSを組み合わせること
で、 分散オブジェクト アプリケーショ
ンの 開発者はさまざまな恩恵を受けるこ

とが できます。

 Visual C++、Visual J++、および
COM準拠のDLLを生成できるプロダクトを含む、あらゆるツールによってサ
ポートされている、一貫性のある特定の言語に依存しないオブジェクト モデ
ル。COM仕様は完全に公開されているので、任意のベンダーが COM準拠の製
品を開発することができます。

 自動的なスレッド プーリング、データベース接続プーリング、およびオブ
ジェクト インスタンス管理などの高度なランタイム サービスにより、優れた
パフォーマンスとスケーラビリティが実現されます。

 プロパティ ページ インターフェイスを通してオブジェクトの外部から管理さ
れる、トランザクションと役割ベースのセキュリティが完全にサポートされて

いるため、コンポーネントの再利用可能性を保ちながら、データの整合性と保

護が実現されます。

 完全なトランザクションによる保護を含む、複数のデータベース、メッセージ

キューイング システム、およびメインフレームとの相互運用の統合的なサ
ポート。

 MTS エクスプローラによる強力なGUIベースのシステム管理。

特に重要なのは、他のベンダーから提供されている各種の仕様、計画、そして統合

性の劣ったプロダクトとは異なり、MTS 2.0と、MSMQ 1.0、IIS 4.0、および*SNA 
Server 4.0などの関連プロダクトが、いずれも現時点で入手可能であり、統合され
ているということです。

*日本においては、SNA Server 4.0は 98年第二四半期に提供を開始する予定です。

単純化された 3階層アプリケーション開発

MTSは、3階層インフラストラクチャを、プレゼンテーションとアプリケーション 
ロジックから完全に分離します。これにより、MTS開発者は、シングルユーザー
の COMコンポーネントの集まりとしてアプリケーションを構築し、これらのコン
ポーネントを適切な層に導入できるようになります。中間層サーバー上で動作する

コンポーネントは、アプリケーションの状態をコンポーネント変数に保存しないと
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MTSの利点フォーカス: 使いやすさ

MTSの利点:
 複雑なプログラミングなし
で、スケーラブルかつ再利用
可能なアプリケーションが実
現できます。

 ポピュラーな開発ツールを使
うことができます。

 新しい API呼び出しは 2つ追
加されるだけです。

 構成と管理が単純化されま
す。



いった、いくつかの単純な規則に従っている限り、マルチユーザー動作を自動的に

サポートします。

      

COMコンポーネント サポート

MTSは、Microsoft Visual Basic、Microsoft Visual C++、およびMicrosoft Visual J++を
含む、COM DLLを生成できる任意のツールをサポートします。これらの言語をデ
スクトップ ソリューションに使用している開発者と企業は、同じ言語をサーバー 
ソリューションにも使用できます。また、以下に示すように、自社プロダクトで

COMをサポートしているツール ベンダーが他にもあります。
 PowerSoft PowerBuilder、およびOptima++
 Borland Delphi
 MicroFocus COBOL
 Fujitsu COBOL

また、MTSは、現時点では、開発者が 3階層アプリケーションを完全に Javaだけ
で構築できる唯一のプロダクトです。これとは対照的に、他のミドルウェア アプ
ローチでは、Javaはバックエンドのオブジェクト リクエスト ブローカ(ORB)と TP
モニタ アプリケーションの単純なフロントエンドとして使用されます。

シンプルなアプリケーション プログラミング インターフェイス

分散 TPモニタなど、既存の 3階層開発環境のほとんどでは、開発者は複雑なプロ
グラミング インターフェイスのセットを習得しなくてはなりません。このため、
事前にトレーニングに対する大々的な投資を行わなければならず、開発者が生産的

な仕事を始めるまでの期間も長くなります。実際、オブジェクト リクエスト ブ
ローカと TPモニタが市場になかなか受け入れられなかった理由の 1つが、プログ
ラミングの複雑さだったのです。

MTSはデスクトップ 開発者にはおなじみの、既存の COMプログラミング イン
ターフェイスを利用することで、トレーニング コストを削減し、生産性を上げる
までの期間を短縮しました。

 Visual Basicを使用するプログラマは、Create Objectを使ってMTSアプリケー
ションを呼び出します。

 Visual C++を使用するプログラマは、CoCreateInstanceを使ってMTSアプリ
ケーションを呼び出します。
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MTS開発者は、2つの新しいAPIを学ぶだけで、自作のコンポーネントをMTSラ
ンタイム環境に導入することができます。COM APIとWin32 APIに関する深い知
識は必要ありません。

コンポーネント パッケージのサポート

複数のソフトウェア コンポーネントを組み合わせて 1つのソリューションを作ると
いう方法では、構成と導入の際に問題が生じることがあります。これらの問題に対

処するために、MTSはコンポーネント パッケージという概念を使って、開発者が
複数の COMコンポーネントを 1つの管理しやすい単位に簡単にまとめられるよう
にしています。パッケージの中のコンポーネントは、同じプロセス空間の中で実行

され、共通のセキュリティを共有し、1つの単位として導入することができます。
また、パッケージはアプリケーション導入の柔軟性を高める役割も果たします。ア

プリケーション全体を 1つのパッケージとして配布した後に、それを複数のパッ
ケージに分割して、パフォーマンス、ロード バランシング、および障害時の分離
性を最適化することができます。

MTS エクスプローラ

MTS エクスプローラは、管理者がパッケージの作成と管理を行い、セキュリティ
やトランザクションの振る舞いといったコンポーネント プロパティを構成し、実
行中のサーバーの監視と管理を行うといった操作を簡単に行えるようにした、GUI
ベースのシステム管理インターフェイスです。MTS エクスプローラには、その他
にも以下のような機能があります。

 コンポーネントをMTS環境にインストールするときのドラッグ アンド ドロッ
プや、複数のオブジェクトを同時に変更できる複数項目の選択など、使いやす

さを考慮した高度な機能があります。

 導入時の変更を防ぐためにパッケージをロックしたり、実行ステータスを表示

したり、パッケージやセキュリティロールの名前を変更するといった運用上の

機能があります。

 MTS上で実行されている IISアプリケーションや、SNA Server 4.0によって作
成されたパッケージを管理することができます。

また、MTS エクスプローラには、MTSアプリケーションのインストールと構成を
自動的に行うアプリケーションを開発するための SDK(ソフトウェア開発キット)が
付属しています。

Microsoft Management Consoleサポート

MTS エクスプローラ管理インターフェイスは、Microsoft Management 
Console(MMC)へのスナップインとしても動作します。MMCとの統合により、ユー
ザーに対して、一貫性のある外観を持つ総合的な管理環境を提供することができま

す。MMCインターフェイスを持つ他のソフトウェアには、Windows NT、IIS、お
よびMicrosoft BackOffice®ファミリーがあります。

自動的なクライアント インストレーション ユーティリティ

MTSアプリケーションでは、クライアント マシン上で特殊なライブラリやサービ
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スを実行する必要はありませんが、DCOMに対してオブジェクトのインスタンスの
場所を知らせるために、いくつかのレジストリ項目の構成を行う必要がありま

す。M TSは、クライアントがMTSベース
のコ ンポーネントの呼び出しを透過的に

行え るように、必要なすべての構成操作

を自 動的に実行するユーティリティが付

属し ています。

自動 的なトランザクション管理

MTS は、コンポーネントに対して、自動

的な トランザクション管理サービスを提

供し ます。開発者と管理者は、特定のコ

ン ポーネントが必要とするトランザク

ショ ン保護のレベルを、単純なプロパ

ティ ページ インターフェイスを使って指
定し ます。実行時に、MTSは 2フェーズ 
コ ミット プロトコルなど、すべての必
要なトランザクション管理を自動的に実行します。これにより、開発が大幅に単純

化され、コンポーネントの再利用が促進されます。MTSトランザクションの詳細に
ついては、「コンポーネントにおけるMTSトランザクションの役割」のセクション
を参照してください。

データベース接続プーリング

3階層アプリケーション環境の中でのリレーショナル データベースの統合には、い
くつかの問題があります。

 個々のクライアントに対して、独立したデータベース接続を構成し、保守しな

ければならないので、データベース リソースを大量に消費し、スケーラビリ
ティが制限されます。

 実行時にデータベースへの接続を確立するためのコストが、クライアントが

データベース内で行う作業のコストを大幅に越える可能性があります。

 複数のデータベース接続をインテリジェントに確立し、管理し、クローズする

プロセスには、複雑なプログラミングが必要です。

これらの問題に対処するために、Microsoft Transaction ServerはODBCデータベース
接続の再利用可能なプールを自動的に作成、管理するリソース ディスペンサを用
意しています。アプリケーション コンポーネントが標準的なODBC呼び出しを行
うと、MTSは使用可能な接続を見つけ出し、それを使用して、コンポーネントが
実行を終了した時点で接続をプールに戻します。その結果、スケーラビリティが向

上し、コンポーネント 開発者が行うプログラミングは大幅に単純化され、マルチ
ユーザー環境における動作が大幅に高速化されます。

OracleデータベースのためのトランザクショナルODBC ドライバ

MTSには、Oracleバージョン 7.3以降を実行しているデータベースのためのODBC 
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フォーカス: 包括的な機能

MTSの利点:
 データの整合性を自動的に保
護します。

 データベースとアプリケー
ションのパフォーマンスを改
善します。

 一般的なデータベースをサ
ポートします。

 クライアント管理を単純化し
ます。

 障害の範囲を制限します。

 コンポーネント間でのデータ
の共有を単純化します。



3.0準拠のドライバが付属しています。ODBC 3.0に準拠していることにより、開発
者は(任意のプラットフォーム上の)Oracleデータベースと、SQL ServerやMicrosoft 
Message Queue Serverなどの他のリソースへのアクセスを、データの整合性を完全
に保ちながら、トランザクション的な作業単位の中で行えるMTSアプリケーショ
ンを構築することができます。また、ODBC 3.0に準拠していることにより、MTS
はOracleデータベース セッションの接続プーリングを行って、パフォーマンスを
改善することができます。

複数のデータベースとリソース マネージャのサポート

MTS上で実行されるコンポーネントは、複数のデータベースと、メッセージ 
キューイング システムやメインフレーム アプリケーションなどの他のリソース
に、1つのMTSトランザクションの中からアクセスすることができます。リソース
へのアクセスは、1つのコンポーネントの中から行うこともできますし、1つのビ
ジネス操作を実行する複数のコンポーネントから行うこともできます。トランザク

ションの中のすべての作業が完了すると、MTSは各リソースに対して 2フェーズ 
コミット プロトコルを自動的に実行し、要求の中に含まれているすべてのデータ
ベースとリソースを全体としてコミットまたはアボートします。

クライアント フットプリント不要

Microsoft Transaction Serverでは、クライアント プラットフォーム上に特殊なソフ
トウェアまたはライブラリが存在している必要はありません。ブラウザ ベースの
クライアントは IISを介してMTSコンポーネントにアクセスすることがで
き、Windows 95またはWindows NT 4.0 Workstationを実行しているクライアントは
DCOMを通してコンポーネントを透過的に呼び出します。
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 Windows NT WorkstationとWindows 95のサポート

MTSはWindows NT WorkstationとWindows 95上での実行をサポートしており、企業
はMTSアプリケーションのスタンド アロン バージョンを開発とテストの目的に導
入することができます。同じアプリケーションを変更なしでWindows NT Serverに導
入することができます。

プロセスの分離

多くのランタイム環境では、1つのスレッドまたはプロセスの中での障害がアプリ
ケーション全体の障害を引き起こし、多数のユーザーに影響を与える可能性があり

ます。一方、MTS管理者は、特定のパッケージの中での障害が他のパッケージに波
及しないように、パッケージを独自のWindows NTプロセスの中で実行するように構
成することができます。

自動的なスレッド プーリング

開発者がアプリケーションのスケーラビリティを高めるために使える方法の 1つ
が、アプリケーションの実行のために、プロセスではなくWindows NTスレッドを使
うというものです。開発者がスレッドを簡単に扱えるように、MTSは自動的なス
レッド プーリング メカニズムを用意しています。コンポーネントの実行要求がクラ
イアントからMTSに送られてくると、MTSは自動的にプールから使用可能なスレッ
ドを探し出し、そのスレッド上でコンポーネントを実行した後に、スレッドをプー

ルに戻します。これによりプログラミングが単純化され、スレッドの作成と削除の

オーバーヘッドが軽減されて、パフォーマンスが改善されます。

自動的なオブジェクト インスタンス管理

ほとんどの分散オブジェクト環境では、サーバー ベースのオブジェクトのインス
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パフォーマンスとスケーラビリティ

に関連する機能



タン スは、そのオブジェクトへの参照が

1つま たは複数のクライアントによって保

持さ れている間はアクティブなままに

なっ ており、サーバー リソースを消費
しま す。このため、マルチユーザー環境

で は、サーバー リソースが大量に必
要に なりかねません。この問題に対処す

るた めに、MTSは COMオブジェクト モ
デル を拡張し、コンポーネントが実際に

実行 されている間だけサーバー リソー
スを 消費するジャスト イン タイム アク
ティ ベーションを取り入れました。

MTS ベースのコンポーネントが、作業が

終 わったことを通知してくると、MTS
はコ ンポーネントを非アクティブ化し、

その リソースをリサイクルします。非ア

ク ティブ化されているコンポーネント

には 最小限のサーバー リソースしか割
り当てられません。コンポーネントが再び呼び出されると、MTSはコンポーネン
トが必要としているリソースを再獲得して、コンポーネントを再びアクティブ化し

ます。特に重要なのは、クライアントから見て、クライアントがコンポーネントの

インスタンスを作成してから、最終的に解放するまで、コンポーネントのインスタ

ンスは 1つしか存在していないということです。特殊なプログラミングは不要で
す。

共有プロパティ マネージャ

多くのアプリケーションは、コンポーネントの複数のインスタンスの間でデータを

共有する機能を必要とします。マルチユーザー シナリオでは、データを安全に共
有するためには、開発者は複数のコンポーネントからの同時アクセスを防ぐため

に、ロッキング方式をインプリメントしなければなりません。データ共有を簡単に

するために、MTSは共有プロパティ マネージャと呼ばれる特殊目的のリソース 
ディスペンサを用意しています。共有プロパティ マネージャにより、複雑なプロ
グラミングを行わなくても、複数のコンポーネントが同時に、安全に同じデータに

アクセスすることができます。

Microsoft SQL Server 6.5との統合

Microsoft SQL Server 6.5は、OLE Transactions プロトコルとMicrosoft Distributed 
Transaction Coordinator(DTC)をベースにしたきわめて高速で効率的なトランザクショ
ン的統合機能をMTSアプリケーションに提供するOBDC 3.0ドライバを持っていま
す。OLE Transactionsは高速で効率的なトランザクション調整インターフェイスを提
供します。MTSはトランザクション管理にDTCを使用しているので、管理者はMTS
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フォーカス: プラットフォーム
の

統合

MTSの利点:
 コンポーネントは SQL 

Server 6.5に素早く効率的に
アクセスすることができま
す。

 強力なWebベースのアプリ
ケーションを簡単に開発する
ことができます。

 コンポーネント間の非同期通
信を単純化します。

 メインフレームのアプリケー
ションとデータへのアクセス
を単純化します。

 フォールト トレラントな構
成をサポートします。

 セキュリティ ポリシーの開
発と実施を単純化します。



と SQL Serverの間のトランザクションを同じユーティリティを使って管理でき、シ
ステム管理が単純化されます。

IISとの統合

Microsoft Internet Information Serverバージョン 4.0はMTSと統合されており、トラン
ザクション管理などのさまざまなランタイム サービスにMTSを使用します。MTS
との統合により、IISのActive Server Pagesは、データベース、メインフレーム アプ
リケーション、およびメッセージ キューに、データの整合性を保護しながらアクセ
スするMTSコンポーネントを簡単に呼び出せるようになります。また、MTSとの統
合により、IISはプロセスの分離を行って、個々の障害がWebサイトの他の部分に影
響を及ぼすのを防ぐことができます。また、スレッドや接続のプーリングといった

拡張ランタイム サービスにより、パフォーマンスが改善され、コンポーネント管理
も簡単になります。

MSMQとの統合

MTSアプリケーションの開発者は、データベースの更新などのアクティビティを
含んでいるトランザクション作業単位の中に、MSMQ操作(送信と受信)を入れるこ
とができます。MSMQ操作はトランザクションの中の他のリソースとともにコ
ミットまたはアボートを行うので、データの整合性が保たれます。たとえば、アプ

リケーションが 1つのトランザクションの中でデータベースを更新し、別のアプリ
ケーションにメッセージを送信している場合、アボート条件が生じると、データ

ベースの更新はロールバックします。また、MSMQは送信操作をキャンセルして
ロールバックを行います。MSMQはトランザクションがコミットするまで、送信
操作を完了しません。これにより、受信側がアボートされたトランザクションから

のメッセージを受け取るのを防ぐことができます。

MSMQは、複数の受信操作が 1つのトランザクションの中で起こったときも、これ
と同じようなアクションを実行します。トランザクションがアボートする

と、MSMQは受信したメッセージをキューに戻すことによって、受信操作をロー
ルバックします。このメッセージは、それ以降のトランザクションで受信できるよ

うになります。アボート ロジックにキュー操作が含まれていないと、さまざまな
タイプの問題が生じる可能性があるため、MSMQのトランザクション機能はきわ
めて重要な意味を持っています。たとえば、対応するデータベース操作がロール

バックしたときに、受信操作がロールバックしないと、データベース処理が起こら

ないため、メッセージは実質的に失われてしまいます。

SNA Server 4.0との統合

Microsoft SNA Server 4.0により、メインフレーム アプリケーションへのCOMベースの
インターフェイスを簡単に生成することができ、MTSプログラミングが単純化されま
す。開発者は、SNA Serverの Transaction Integratorに付属するグラフィカル ツールを
使って、メインフレーム アプリケーションの中のCOBOLベースの通信エリア定義を
指定します。その後、Transaction Integratorは、適切なメソッドと入出力パラメータを
含んでいるCOMオブジェクトを自動的に作成します。

MTSアプリケーションがコンポーネントを呼び出すと、SNA Serverは適切なメイ
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ンフレーム アプリケーション(たとえば CICS上で動作しているもの)を自動的に呼
び出 します。このアプリケーション

は、M TSが管理しているカレント トラン
ザク ションに参加します。MTSベース
のアプリケーションは、1つまたは複数のデータベースを更新し、MSMQとの間で
メッセージの送受信を行い、データ(たとえばVSAMに含まれているもの)を更新す
るメインフレーム アプリケーションを呼び出します。これらすべての更新は、メ
インフレーム上のものも含めて、全体としてコミットまたはアボートします。

Windows NTクラスタリング サービスのサポート

MTSはクラスタリングされたWindows NT Server上での動作をサポートします。クラ
スタリングにより、管理者は自動的なフェイル オーバーと、フォールト トレラント
な高可用性の運用が可能なようにMTSを構成することができます。たとえば、MTS
パッケージはWindows NTクラスタ環境の中の両方のマシンにインストールすること
ができます。オンラインになっているマシン上で障害が発生した場合、コンポーネ

ントに対する要求は、Microsoft Cluster Serviceが制御を自動的に移譲した後は、スタ
ンバイ マシンに送られます。

Windows NTセキュリティとの統合

MTSは、コンポーネント ベースのアプリケーションのために分散セキュリティを
インプリメントしています。MTSはWindows NTセキュリティを使って、MTSが
Windows NTドメイン トポロジー上にマップしたユーザーを認証します。

Transaction Serverは、宣言的セキュリティとプログラム的セキュリティという、2
つの相補的なモデルを用意しています。宣言的セキュリティは自動的に実施される

もので、コンポーネントがパッケージに追加されるときに指定され、開発者はプロ

グラミングをまったく行う必要がありません。管理者がMTS エクスプローラを
使って、どのユーザーまたはユーザー グループがパッケージにアクセスできるの
かを宣言します。これにより、サード パーティから購入したビルド済みのコン
ポーネントであっても、導入単位でのセキュリティを設定することができます。

一方、プログラム的セキュリティでは、開発者はロールを定義し、使用すること

で、コンポーネントに直接、カスタム アクセス制御を組み込むことができます。
たとえば、銀行アプリケーションのロールとして、窓口係とマネージャというもの

を作成しておき、コンポーネントは特定の操作を実行する前に、カレント ユー
ザーにマネージャの権限が与えられているかどうかをチェックするというようなこ

とが可能です。管理者はMTS エクスプローラを使って、ユーザーにロールを関連
付けることができます。特に重要なのは、コンポーネントそのものには特定のユー

ザーに関する知識が埋め込まれておらず、Windows NTセキュリティ環境に対して
明示的に呼び出しを行う必要がないということです。これは、コンポーネントの広

い意味でのセキュリティと再利用可能性を大幅に高めることになります。

トランザクションと分散コンポーネント
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コンポーネントにおける

MTSトランザクションの役割

MTSの利点:



トランザクションは、コンポーネント ソフトウェアからサーバー中心型のアプリ
ケー ションを構築する上で、非常に重要

な ツールとなります。これまで、大部

分の アプリケーションは、1つの開発
チー ムによってモノリシックなアプリ

ケー ションとして開発されたもので、ト

ラン ザクションを適切にデザインするの

が比 較的簡単でした。しかし、企業がコ

ン ポーネント ベースの開発に移行

し、 他の企業によって開発されたビルド

済み のコンポーネントを使うようになる

につ れ、トランザクションの保護は保証

するのがずっと難しくなっています。

単純な例

それぞれ異なる開発者が構築した、Transfer、Credit、およびDebitの 3つのコン
ポーネントから組み立てられた、単純な銀行口座振替アプリケーションを考えてみ

ましょう。

 Creditは、当座預金口座データベースに一定の金額を追加します。
 Debitは、普通預金口座データベースから一定の残高を引きます。
 Transferは、CreditとDebitを呼び出すことで、当座預金口座から普通預金口
座に一定の金額を移動します。

さて、TransferがDebitと Creditを呼び出すことによって作業を開始したとしま
しょう。Debitは実行に成功し、データベースから$100を引きます。しかし、Credit
は、データベースがコミットに成功しなかったために、実行に失敗します。

Transferを開発した開発者が、いずれかのコンポーネントが実行に失敗したときの
動作をプログラミングしていない限り、アプリケーションは当座預金口座から$100
を引きますが、対応する普通預金口座に$100を加えることはしません。

このシナリオでは、アプリケーションのコンポーネントが 3つしかないので、修正
するのも容易かもしれません。しかし、数百のコンポーネントが複数のサーバーを

使って動作している典型的なビジネス アプリケーションでは、トランザクション
を使わない限り、制御不可能になります。コンポーネント ベースの開発では、こ
れらの問題にコスト効果の高い形で対処するためには、自動的な分散トランザク

ション インフラストラクチャが唯一の手段となります。

MTSにおけるトランザクション

 MTSは、トランザクション管理をコンポーネント 開発者に対して透過的に処理し
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 個々のアプリケーションにト
ランザクショナルな整合性を
埋め込みます。

 複数の開発者が作成したコン
ポーネントを安全に統合する
ことができます。

 複数のサーバーとデータベー
ス上で、分散アプリケーショ
ンを実現することができま
す。

 MTSトランザクションは開
発者に対しては透過的に処理
されます。

トランザクションなしのコンポーネン
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ます。開発者は、アプリケーション コードの中にトランザクションの開始と終了
を指示するステートメントを入れる必要がありません。開発者は、コンポーネント

の構築に、複数のツールや言語を使用することさえできます。Transaction Server エ
クスプローラを使って、コンポーネントのトランザクション処理を行うことを宣言

しておけば、MTSはコンポーネントが実行を開始した時点で自動的にトランザク
ションを開始します。

コンポーネントがデータベース、メッセージ キュー、またはメインフレーム アプ
リケーションなどのリソースにアクセスすると、MTSはそのリソースを自動的に
トランザクションに追加します。コンポーネントが別のコンポーネントを呼び出す

と、呼び出された側のコンポーネントも自動的にトランザクションに参加します。

トランザクションの中のすべてのコンポーネントが作業を完了すると、MTSは完
全な 2フェーズ コミットを実行し、作業をコミットまたはアボートします。

多くの点で、MTSはまったく新しいプロダクト カテゴリを定義したと言うことが
できます。MTSは、以下のものを組み合わせたというユニークな特徴を持ってい
ます。

 コンポーネント ベースの開発モデル
 トランザクションやセキュリティのサポートなどの、強力なインフラストラク

チャ サービス
 メッセージ キューイング、メインフレーム アプリケーション、およびWebサー
バーの統合

このことを前提とした上で、MTSの競合製品に最も近いものは、CORBA準拠のオ
ブジェクト リクエスト ブローカ(ORB)と、Sunの Enterprise Java Beans戦略の 2つだ
と言うことができるでしょう。

CORBA準拠のオブジェクト リクエスト ブローカ

Object Management Groupのビジョンは、いまでもほとんどの企業にとって魅力を
失っていませんが、CORBAアプローチにはいくつかの弱点があります。
 CORBAはプロダクトではありません。CORBA仕様は、競合する分散オブジェ
クト テクノロジーを採用している多数の企業が参加した委員会の結果として
生まれたものです。合意に達するために、OMGの委員会は、競合するアプ
ローチを採用しているメンバーを満足させられるだけの曖昧さを持った仕様を

書かなければならないことがしばしばありました。その結果、異なるベンダー

の CORBA準拠のプロダクトには、ほとんど相互運用性がありません。また、
仕様は存在するが、それに準拠するプロダクトを提供しているベンダーがいな

いというケースもあります。

 オブジェクトのサーバー ベースのインスタンスの作成と破棄の方法、データ
ベース接続などのリソースのプーリングの方法といった重要なランタイムの問

題について、CORBA仕様は何も定めていません。このため、CORBA準拠の
プロダクトは、一般にスケーラビリティの面で大きな問題を抱えています。

 CORBA仕様は、オブジェクトのセキュリティとトランザクションの要件を外
部から管理するといった、重要なコンポーネント指向の機能を細かくはサポー

トしていません。実際に運用する場合、この点はオブジェクトの再利用を大き
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く妨げる要因となっています。

 CORBA準拠のオブジェクト リクエスト ブローカの大部分のベンダーは小規模
であり、開発リソースが限られています。このため、これらのベンダーはコアの

ORB機能の開発に焦点を当てており、トランザクション管理を提供するObject 
Transaction Service(OTS)などの複雑なサービスはなおざりにしてきました。

 ORBでトランザクションを使用するためには、カスタマはサード パーティの
OTSインプリメンテーションを購入しなければならず、このために複雑さと
オーバーヘッドが増します。メッセージ キューイング機能とメインフレーム 
ベースのアプリケーションへのアクセスも、通常はサード パーティによって
提供されます。ほとんどのカスタマは、最終的には、システム統合にかなりの

労力を費やさなければなりません。

 ポピュラーなORBのほとんどは、システム管理機能がきわめて貧弱です。

要するに、CORBA準拠のORBは、基本的な分散オブジェクト アプリケーション
を構築するための単純で強力な手段ではあるが、プロダクション レベルでの導入
に必要なインフラストラクチャは備えていないと言うことができます。

Enterprise Java Beans?

最近になって、Sun Microsystemsは CORBAのいくつもの欠点に対処することを目
的とした、Enterprise Java Beansというイニシアティブを発表しました。CORBAと
同様に、Enterprise Java Beansは開発者に対して、再利用可能なコンポーネントを構
築し、ネットワークのどの場所でも実行することができると約束しています。しか

し、CORBAと同様に、Enterprise Java Beans戦略には重大な弱点があります。
 Enterprise Java Beansはプロダクトではありません。これは、互いに競合する関
心を抱いている多数の企業からのインプットの結果として生まれた仕様なので

す。

 Enterprise Java Beans仕様は、データベース接続のプーリングといった実際上の
問題については、直接には扱っていません。

 Enterprise Java Beans仕様は、オブジェクトのセキュリティやトランザクション
の要件の外部からの管理といった、重要なコンポーネント指向の機能を細かく

はサポートしていません。

 Microsoftは、企業が複数のベンダーの複数のテクノロジーを組み合わせ、シス
テム統合を行い、トランザクションやメッセージ キューイングといった重要
な機能をアプリケーションに組み込まなくてはならないだろうと考えていま

す。

実際、Sunが Enterprise Java Beansに関してより詳しい情報を公開するまで、ベン
ダーはこれに準拠するプロダクトを開発できないでしょうし、カスタマは自分の環

境に Enterprise Java Beansが適しているかどうかを評価することもできないでしょ
う。

インターネット コンピューティングの成長により、サーバー上でのソリューショ
ンの導入という需要が爆発的に増大しました。インターネットは、第一段階として

は、情報をオンラインで公表し、共有する簡単な手段として成長しましたが、企業

Microsoft Transaction Serverレビューアーズ ガイド 36

要約



は基幹業務 アプリケーションをWebに対応させて、インターネットとイントラ
ネット上で使用できるようにすれば、さらに大きな利益が引き出せることに気づい

ています。企業は、単にセールス ブローシャやプロダクト カタログを印刷する代
わりに、サーバー上で課金システムとオーダー入力システムを運用し、ユーザーに

広く普及しているブラウザから共有ビジネス機能にアクセスさせることができま

す。

企業はまた、サーバー上で動作する再利用可能なコンポーネントを使って 3階層ア
プリケーションを開発する代わりに、単一用途の 2階層および 2.5階層アプリケー
ションを開発していることで、プログラミングの労力を大量に無駄にしていること

にも気づきつつあります。アプリケーション ロジックをコンポーネントの形で 1回
だけ開発し、コンポーネントをサーバー上で実行することで、さまざまな種類のプ

レゼンテーション インターフェイスをサポートすることができます。また、コン
ポーネントは他のコンポーネントを簡単に呼び出すことができるので、プログラミ

ング作業の重複も最小限に抑えられます。

これまで、このサーバー中心型のビジョンには 1つの問題がありました。ツールと
インフラストラクチャによるサポートがなかったため、サーバー ベースのコン
ポーネントの構築と導入は、単一用途のアプリケーションの構築よりもはるかに難

しかったのです。サーバー ベースのアプリケーションでは、システムの障害や
データの損傷の影響が、1人のユーザーだけでなくビジネス全体に影響を与え得る
ので、デスクトップ アプリケーションよりも高い信頼性が必要となります。この
ため、開発にコストがかかり、保守の困難な高度なインフラストラクチャが必須と

なります。さまざまな推計では、平均的なサーバー中心型の開発プロジェクトにお

いて、インフラストラクチャの開発は 30%から 40%の割合を占めています。サー
バー ベースのアプリケーションが価値を持つためには、開発者が特殊なスキルを
持つ必要がなく、高価で複雑なインフラストラクチャ コードを構築しなくても、
デスクトップ アプリケーションと同じほど簡単に導入し、保守できるようになっ
ていなくてはなりません。

MicrosoftがMicrosoft Transaction Serverを開発し、これをMicrosoft Windows NTと
Microsoft Windows 95に添付したのは、このような目標に沿ってのことでした。MTS
は、デスクトップ アプリケーションの柔軟性と低いコストを、通常はハイエンドの
メインフレーム システムにのみ見られるミッション クリティカルなトランザクショ
ン処理機能と組み合わせています。また、Microsoft Transaction ServerはMicrosoftの
Component Object Modelをベースにしているので、幅広い開発者が再トレーニングを
行わなくてもアクセスできます。

関連情報

Windows NT Serverの最新の情報については、World Wide Webサイ
ト(http://www.microsoft.com/com)と、Microsoft NetworkのWindows NT Serverフォー
ラム(GO WORD:MSNTS)を参照してください。
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